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　環境や健康、栄養への意識が高まる

中、牛乳・乳製品及び酪農を再認識し

ていただくことを目的に、今回は、日

本酪農が直面する危機的状況、消費者

が期待する牛乳のイメージ、「牛乳に

相談だ。」とコラボレーション、消費者

傾向から見る牛乳の販促などに関す

る情報を中心にまとめてあります。

　本誌が皆様の一助となることを切

望するとともに、ご意見、ご批評をい

ただければ幸いです。

食の安全を担う酪農家の姿を見て欲しい

安全な牛乳乳製品を日本の食卓に

安定供給するために

ＲＥＰＯＲＴ

大量陳列だけでは売れない！
消費者傾向から見る牛乳の販促

過去に例のない危機的状況とは
安定供給が危ない。日本酪農が直面する

知っていますか。消費者が期待する

牛乳のイメージ。

「牛乳に相談だ。」とコラボレーション



日本の酪農家戸数と経産牛頭数の推移
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そ
し
て
み
っ
つ
目
は
、生
乳
価
格
の
下
落
で
す
。

　
牛
乳
の
小
売
価
格
、そ
し
て
牛
乳
乳
製
品
の
原

料
と
な
る
生
乳
価
格
は
、残
念
な
が
ら
、下
降
傾

向
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。(

図
３)

　
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、酪
農
家
１
戸
当
た
り
の

平
成
１９
年
度
の
所
得
は
、２
０
０
万
円
以
上
の
減

少
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、一
般
経
営
と
同
じ
指
標

で
考
え
た
場
合
、平
成
２０
年
度
は
、生
乳
１
ｋ
ｇ

あ
た
り
都
府
県
で
９
・
７
円
、北
海
道
で
９
・
３
円

の
赤
字
と
な
る
予
測
す
ら
出
て
い
る
の
で
す
。

世
界
中
の
牛
乳
乳
製
品
市
場
が
ひ
っ
迫
。

　
こ
の
よ
う
な
日
本
の
生
産
現
場
の
状
況
を
尻

目
に
、世
界
に
お
け
る
牛
乳
乳
製
品
の
消
費
量
は
、

経
済
発
展
が
著
し
い
中
国
、イ
ン
ド
と
い
っ
た
ア

ジ
ア
諸
国
や
ロ
シ
ア
な
ど
を
中
心
に
急
激
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、世
界
の
生
乳
生
産
量
は
、需
要
分

を
ま
か
な
え
る
水
準
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
２
０
０
６
年
に
は
、最
大
の
乳
製
品
輸

出
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
百
年
に
一
度

と
い
わ
れ
る
規
模
の
大
干
ば
つ
の
た
め
、牛
乳
乳

製
品
市
場
は
、世
界
的
な
規
模
で
ひ
っ
迫
傾
向
を

強
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、バ
タ
ー
や
脱
脂
粉
乳
と

い
っ
た
乳
製
品
の
国
際
市
況
は
高
騰
し
て
お
り
、

驚
く
こ
と
に
、製
品
に
よ
っ
て
は
日
本
の
国
産
品

価
格
よ
り
も
高
い
も
の
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
干
ば
つ
だ
け
で
は

な
く
、補
助
金
を
出
し
て
国
際
市
場
で
値
引
き
販

売
を
し
て
い
た
Ｅ
Ｕ
な
ど
の
輸
出
政
策
が
撤
廃

さ
れ
た
こ
と
も
、世
界
市
場
の
価
格
高
騰
に
拍
車

を
か
け
、乳
製
品
の
国
際
価
格
は
、今
後
１０
年
間

高
止
ま
り
の
現
況
が
続
く
と
の
予
兆
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、既
に
、チ
ー
ズ

な
ど
の
輸
入
乳
製
品
の
販
売
価
格
が
値
上
が
り

を
始
め
て
お
り
、乳
製
品
を
原
材
料
と
し
て
商
品

を
作
っ
て
い
る
食
品
企
業
の
中
に
は
、原
料
乳
製

品
を
国
際
市
場
で
調
達
で
き
な
い
と
い
う
事
態

も
発
生
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
状
況
が
い
つ
ま
で
続
く
か
？
過
去
に
経

験
の
な
い
状
況
で
、誰
に
も
予
測
が
つ
か
な
い
の

が
実
際
の
と
こ
ろ
で
す
。

　
日
本
で
食
べ
ら
れ
て
い
る
乳
製
品（
牛
乳
を
除

く
）も
１
０
０
％
国
産
品
で
は
な
く
、脱
脂
粉
乳

や
バ
タ
ー
、チ
ー
ズ
な
ど
の
形
で
約
４
０
０
万
ト

ン
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。

　
生
産
現
場
の
厳
し
い
環
境
か
ら
、多
く
の
酪
農

家
の
廃
業
を
招
き
、国
内
生
乳
生
産
が
減
少
し
、

海
外
か
ら
の
輸
入
も
難
し
く
な
れ
ば
、牛
乳
乳
製

品
の
価
格
高
騰
を
招
き
、新
鮮
な
牛
乳
や
手
ご
ろ

な
価
格
の
乳
製
品
が
日
本
の
食
卓
か
ら
姿
を
消

す
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
ま
ま
で
は
生
乳
が
不
足
す
る
事
態
も
。

　
現
在
、
日
本
の
酪
農
業
は
、
過
去
に
経
験
の
な
い
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
国
産
の
新
鮮
な
牛

乳
が
足
り
な
く
な
る
事
態
に
陥
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
ひ
と
つ
目
の
理
由
は
、
牧
場
と
乳
牛
の
減
少
で
す
。
乳

牛
を
飼
っ
て
生
乳
を
生
産
す
る
牧
場
（
酪
農
家
）
は
、
年
々

減
少
を
続
け
、
２
０
０
７
年
２
月
で
は
約
２
万
５
千
戸
と

な
っ
て
い
て
、
今
年
も
約
１
千
戸
の
牧
場
が
廃
業
す
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
と
合
わ
せ
て
乳
牛
頭

数
も
減
り
続
け
、
１
９
８
４
年
の
約
１
３
２
万
頭
か
ら
約
１

０
１
万
頭
と
約
２４
％
も
減
少
し
て
い
る
の
で
す
。(

図
１)

　
ふ
た
つ
目
は
、
飼
料
価
格
の
上
昇
で
す
。

　
生
乳
を
生
産
す
る
コ
ス
ト
の
４
割
以
上
を
占
め
る
の
が
、

流
通
飼
料
費
で
す
。
こ
の
流
通
飼
料
費
が
、
世
界
的
な
原

油
高
を
背
景
に
、
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
を
発
酵
さ
せ
て
つ

く
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
（
ア
ル
コ
ー
ル
の
一
種
で
、
ガ

ソ
リ
ン
に
混
ぜ
る
と
自
動
車
燃
料
と
し
て
使
え
る
）
の
需

要
が
増
加
し
て
い
る
影
響
で
、
価
格
が
急
激
に
上
昇
し
て

い
る
の
で
す
。(

図
２)

　
具
体
的
に
は
、
農
地
面
積
の
少
な
い
都
府
県
の
平
均
的

な
酪
農
家
に
お
け
る
平
成
１７
年
度
と
の
比
較
で
、
飼
料
価

格
の
値
上
が
り
分
が
、
牛
乳
１
ｋ
ｇ
に
換
算
し
て
、
４
・

９
円
の
上
昇
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
さ
ら
に
配
合

飼
料
の
補
て
ん
金
の
発
動
が
な
く
な
る
平
成
２０
年
で
は
、

１０
・
５
円
の
コ
ス
ト
上
昇
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

（図１）

飼料価格の推移（とうもろこし・2002年4月を100とした指数）

生乳価格の動向

（図２）

（図３）

「牛乳」とは牛から搾ったままの生
乳が100％使用されているものだ
けで、すべてが国産品です。

生き物である乳牛から生産される「生乳」は、牛の健康管理から衛生管理、温度管理など様々な努力により、安全・安心な生産を続けています。

乳製品価格の推移と予測

安
定
供
給
が
危
な
い
。日
本
酪
農
が
直
面
す
る

過
去
に
例
の
な
い
危
機
的
状
況
と
は

忍
び
寄
る
日
本
の
食
卓
か
ら
国
産
牛
乳
が
姿
を
消
す
日
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①酪農家・経産牛頭数の減少
②飼料価格の上昇
③生乳価格の下落

日本酪農の危機的状況
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未来に向けた日本酪農の特徴

　
今
年
に
入
り
、食
品
を
は
じ
め
様
々
な
中
国
製

品
へ
の
不
安
が
、ニ
ュ
ー
ス
で
も
再
三
取
り
上
げ

ら
れ
、「
食
に
対
す
る
安
心
・
安
全
」へ
の
ニ
ー
ズ

が
消
費
者
の
中
で
、さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、世
界
で
も
有
数
の
農
産
物
輸

入
国
で
あ
る
日
本
の
食
料
自
給
率
は
、今
や
カ
ロ

リ
ー
ベ
ー
ス
で
約
４０
％
と
、他
の
先
進
国
と
比
べ

て
半
分
以
下
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
の
農
業
自
体
の
衰
退
化
は
、高
齢
化
や
後

継
者
不
足
な
ど
に
も
現
れ
て
お
り
、農
業
全
体
で

の
担
い
手
確
保
率
は
３
割
を
切
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
酪
農
に
つ
い
て
は
、約
６
割
の
経
営

で
担
い
手
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
産
の
牛
乳
乳
製
品
の
自
給
率
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、こ
の
後
継
者
た
ち
が
、安
心
し

て
生
乳
の
生
産
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
つ
く
り
、日
本
の
食
卓
に
必
要
な
量
の
生
乳
を

国
内
で
し
っ
か
り
と
生
産
し
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、酪
農
は
日
本
の
景
観
や
環
境
に
と
て
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
上
記
の
よ
う
に
日
本
の
農
家
の
減
少
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
に
伴
っ
て
、

耕
作
さ
れ
な
く
な
っ
た
農
地（
耕
作
放
棄
地
）の

増
加
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
放
棄
さ
れ
た
農
地
は
、そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
自
然
荒
廃
が
進
み
、農
地
と
し
て
の
価
値

を
失
う
だ
け
で
は
な
く
、美
し
い
景
観
を
も
破
壊

し
、ま
た
、土
地
の
保
水
力
の
低
下
を
ま
ね
く
こ

と
で
、洪
水
や
土
壌
流
出
な
ど
の
自
然
災
害
を
引

き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
放
棄
農
地
を
、草
食
動
物
で
あ
る

牛
の
自
然
循
環
型
酪
農
を
利
用
す
る
こ
と
で
、農

地
と
し
て
の
価
値
だ
け
で
は
な
く
、美
し
い
緑
の

景
観
を
も
作
り
出
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、牛
が
出
す
ふ
ん
や
尿
な
ど
は
、有
機

質
の
肥
料
と
し
て
、果
樹
や
野
菜
、花
な
ど
の
有

機
栽
培
な
ど
に
も
役
立
っ
て
お
り
、様
々
な
分
野

で
酪
農
が
役
立
っ
て
い
る
事
が
わ
か
り
ま
す
。

日 本 酪 農 の 現 状 を 消 費 者 に

　
国
際
的
な
農
業
経
済
の
権
威
で
あ
る
米
国
コ
ー

ネ
ル
大
学
の
カ
イ
ザ
ー
教
授
が
ま
と
め
た「
世
界

の
生
乳
需
給
と
乳
製
品
の
国
際
価
格
の
見
通
し

に
つ
い
て
」の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、ア
ジ
ア
に
お
け

る
需
要
が
好
調
に
推
移
す
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、

乳
製
品
の
国
際
価
格
は
、今
後
10
年
間
も
高
止
ま

り
の
状
態
が
続
く
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
も
世
界
の
農
産
物
需
給

の
見
通
し
は
、今
後
10
年
間
は
乳
製
品
価
格
が
上

昇
す
る
と
予
測
し
て
お
り
、世
界
的
な
牛
乳
乳
製

品
の
ひ
っ
迫
が
続
く
こ
と
も
考
慮
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、自
国
内
で
の
安
定
生
産

を
確
保
す
る
た
め
に
、各
国
と
も
牛
乳
価
格
を
上

げ
始
め
て
い
ま
す
。こ
れ
は「
国
内
で
酪
農
家
が

減
っ
た
か
ら
海
外
に
牛
乳
乳
製
品
を
頼
ろ
う
」と

い
う
こ
と
自
体
、供
給
力
の
面
で
と
て
も
難
し
く

な
る
事
が
予
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
要
因
の
ひ

と
つ
で
す
。

　
Ｅ
Ｕ
主
要
国
で
は
、飼
料
費
、燃
料
・
動
力
費
な

ど
の
コ
ス
ト
上
昇
を
背
景
に
、低
乳
価
に
あ
え
ぐ

酪
農
家
の
乳
価
値
上
げ
要
求
は
ピ
ー
ク
に
達
し

て
お
り
、乳
業
メ
ー
カ
ー
を
揺
さ
ぶ
っ
た
結
果
、

乳
業
メ
ー
カ
ー
は
小
売
店
へ
の
納
入
価
格
値
上

げ
を
実
施
。そ
れ
を
財
源
に
酪
農
家
の
値
上
げ
要

求
に
応
じ
る
図
式
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、世
界
各
国
に
お
け
る
牛
乳
価

格
の
値
上
げ
は
、酪
農
家
か
ら
乳
業
メ
ー
カ
ー
、

小
売
店
段
階
ま
で
の
コ
ス
ト
上
昇
と
世
界
的
な

需
給
の
ひ
っ
迫
の
両
面
に
よ
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
日
本
に
お
い
て
も
、消
費
量
に
占
め
る
輸
入
品

の
割
合
が
高
い
チ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、国
際
市
況

の
価
格
高
騰
を
背
景
に
、す
で
に
価
格
改
定
が
行

わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、バ
タ
ー
や
脱
脂
粉
乳
と
い
っ
た
乳
製
品

に
つ
い
て
も
、海
外
か
ら
の
輸
入
品
を
潤
沢
に
調

達
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
、日
本

の
食
品
企
業
が
、こ
れ
ま
で
調
達
し
て
き
た
原
料

乳
製
品
を
海
外
で
自
由
に
調
達
す
る
こ
と
が
困

難
と
な
る
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　
安
全
・
安
心
、そ
し
て
新
鮮
な
牛
乳
乳
製
品
を

日
本
の
食
卓
に
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く
た
め
に
、

日
本
の
酪
農
、国
産
の
牛
乳
乳
製
品
を
守
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

USA：Fat 3.7%p.p.avg.   Source:AMS USDA Dairy Market News
NZ:Based on seasons advance rate,adjusted for 4.2%fat and 3.4% protein.
Source:UK-Milk Development Council
Germany:m.g.3.7% p.p.prot.3.4%p.p.ーeuro per 100kg(VAT not included)
Source:ZMP
Italy:3.7%p.v.prot.3.25%p.v.ーeuro per 100lt(VAT not included)
Source:CLAL

元来、魚好きな日本人ですが、実はカルシウム摂取
量の約43％は牛乳乳製品から摂取しています。

牛乳の優れた特質は、栄養の密度とバランス。
他の食品を組み合わせるより、お得なんです！

　牛乳乳製品の優れた特質は、その栄養の密度バランスです。

　たとえば「最適栄養メニュー」を考えた場合、牛乳250ｇに

含まれている栄養を他の食品の組み合わせで置き換えてみ

ると、135円も多くのコストがかかることになるのです。

　日本人は、魚好きです。魚介類には、カルシウムが多く含ま

れていることから、身体に必要なカルシウムは、魚介類から

多く摂取されていると思われがちです。

　しかし、実は日本人のカルシウム摂取量の約43％は、牛乳

乳製品から摂取されている

のです。

　魚介類で約14％、野菜で

約12％となっており、身体

に必要なカルシウムと牛乳

乳製品は重要な関係にある

ことがわかります。

豆類
（7.6％）

海藻類
（5.1％）

殻類（4.5％）

鶏卵（3.8％）

その他（10.7％）

資料：社団法人日本酪農乳業協会「2004　酪農と乳業の基礎知識」 資料：社団法人日本酪農乳業協会「2004　酪農と乳業の基礎知識」

牛乳ありの場合

食　　品 量（ｇ） 価格（円）

牛　乳

卵

大　豆

味　噌

ホウレンソウ

キャベツ

米

砂　糖

油　脂

250

50

127

10

63 363
184

180

20

20

牛乳なしの場合

食　　品 量（ｇ） 価格（円）

卵

大　豆

食パン

ホウレンソウ

キャベツ

米

砂　糖

油　脂

50

160

26

284 498

牛乳がな
いと１３５
円高い

316

154

20

20

牛乳乳製品
（43.2％）

魚介類
（13.5％）

野菜
（11.6％）

10

15

20

25

30

35

40

45

(ユーロ/100リットル)

※Germanyの７、８月は予測値

05/01 04 07 10 06/01 04 07 10 07/01 04 07

Italy Germany USA NZ

(年/月)

NO MILK NO LIFE

主要国の生乳価格（酪農家の受け取り価格）の推移

（％）

資料：農林水産省「農業構造動態調査報告書（Ｈ11）」

0

10

20

30

40

50

60

全体

26.3

稲作

23.8

担い手の確保状況

28.6

露地
野菜

26.2

果樹
類

59.6

酪農 養鶏

42.7

養豚

51.2

肉牛

28.7

0

10

20

30

40

50

（ha）

資料：農林水産省「農業経営部門別統計（Ｈ15）」

果樹
類

2.7

稲作

4.5

露地
野菜

4.2

平均経営耕地面積（単一経営）

酪農
（北海道）

48.0

養豚

2.1

肉牛

3.9

酪農
（全国）

18.0

酪農
（都府県）

5.6

0

20

40

60

80

100

120

60 70 80 90 00 01 02 03 04

米

牛乳及び乳製品

豆類

肉類

魚介類

資料：農林水産省「食料自給率」 （年）

（％）

品目別食料自給率

「食の安全を担う酪農家の姿を見て欲しい」

　関東の酪農家150人と乳牛１頭が、JR新宿駅

東口前の新宿ステーションスクエアのステー

ジに上がり、キックオフイベントを開催。NO 

MILK NO LIFE（牛乳のない生活なんて考えら

れない！）。

　「世界的な飼料価格の高騰で

日本の酪農がピンチです！」と

新宿、渋谷など都内７ヶ所で、

道行く人たちに酪農家の窮状

を訴えるパンフレット3万枚を

配布しました。

安
全
な
牛
乳
乳
製
品
を

日
本
の
食
卓
に

安
定
供
給
す
る
た
め
に

自
国
の
酪
農
、供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
、

世
界
中
で
生
産
者
乳
価
が
値
上
げ
さ
れ
て
い
ま
す
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自分と合っている飲み物は、世代

によって異なる傾向がみられる。

コーヒーは男性で30～50代、女性

で40～50代の中高年の世代が多

く回答している。

また、牛乳は男子の中高校生及び

男性の60代が多く、カフェオレや

ミルクティは比較的若い世代とな

っているが、女性では50代まで回

答率が高くなった。

さらに、お茶は全ての世代と親和

性が高くなっており、炭酸飲料・紅

茶は中高校生との親和性が比較的

高いという結果になった。

母親が購入する飲料では、「牛乳」、

「果汁飲料」、「スポーツ飲料」は、子

どものためと答える比率が高く、「お

茶」、「紅茶」、「ミネラルウォーター」、

「コーヒー」、「カフェオレ・ミルク

ティ」、「豆乳」は、自分のためと答

える比率が高くなっている。

「栄養がある」、「体に役立つ成分が

とれる」、「体力がつく」では、理想

の飲料よりも牛乳は高い評価を示

している。

しかし、「止渇性」や「嗜好性」、「癒

される」、「リフレッシュ」などの精

神安定などの機能性では、大きな

ギャップが生じている。

また、「低カロリー、太らない」も大

きなギャップが生じているが、事

実とは異なっており、今後、牛乳の

機能性イメージギャップを埋めて

いくことが飲用促進には必要である。

「普段の牛乳飲用シーン」及び「最

多飲用シーン」という質問から、牛

乳は朝食に飲むという回答が多く

を占めた。

しかし、期待が高い「朝食の飲み物」

としては、「食事に合う」、「目が覚

める」、「水分補給」の点で朝食時

の理想の飲み物として不十分とい

うイメージを持っている。

牛乳は、それ自体の味や爽快さを

享受するというよりも、そこに含

まれる栄養素と身体の成長や健康

に対するその機能という点から理

解されやすい。

つまり深層心理的には、「牛乳は、

義務的にでも摂った方がよい栄養

素」に過ぎない存在。

中高生の、あまり牛乳を飲まない

層においては、心理的にも物性的

にも、その存在感が小さく、牛乳は

遠い存在である。

飲料の家庭内常備率をみると、「牛

乳」が75.9％と圧倒的に比率が高く、

次いで「お茶」が46.6％、「ヨーグ

ルト」が39.2％、「ミネラルウォー

ター」が30.7％の順となっている。

Best Dr ink
最も自分に合っている飲み物

Ideal Dr ink
理想の飲料と牛乳

Drinking Scene
飲用シーンとイメージ

Milk Image
中高生が牛乳に抱くイメージ

Drinking Reserve
飲用の家庭内常備

約76％と圧倒的に高い

牛乳の常備率

Mother Purchases
母親が購入している飲み物
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牛乳購入は子どものためにも

自分のためにも

栄養面の認識は十分だが

太るイメージが強い牛乳

そのままの牛乳より

カフェオレ、ミルクティ

 

20
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40

50

60

70

10

癒される
体力がつく

栄養がある

食事に合う

味わいを楽しめる

風味が楽しめる

のどの渇き
をいやす

体に水分・
うるおいを補給する

足りない栄養素
を補給する

体に役立つ成分がとれる
空腹感を満たす

すっきりとしている
リフレッシュできる

目が覚める

テンションが上がる

体が丈夫になる

健康によい

美容によい

ダイエットによい

低カロリー・
太らない

集中力がつく

あてはまるものはない

牛乳 朝食時の理想飲料

　
社
団
法
人
中
央
酪
農
会
議
で
は
、１
都
６
県（
東

京
・
神
奈
川
・
千
葉
・
埼
玉
・
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
）に

住
む
１２
～
６９
才
の
男
女
計
１
７
５
０
名
に「
牛
乳

の
飲
用
実
態
／
意
識
」の
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
下
記
の
調
査
報
告
か
ら
、消
費
者
が
牛
乳
を
含

め
た
飲
料
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
ち
、ど
の
よ
う
な
購
買
行
動
を
行
な
っ
て
い
る

か
の
一
端
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、母
親
が
購
入
す
る
飲
料
に
お
け
る

「
子
ど
も
の
た
め
」と「
自
分
の
た
め
」の
ギ
ャ
ッ

プ
で
す
。常
備
率
の
高
い「
牛
乳
」は
、「
子
ど
も
の

た
め
」が
多
い
も
の
の
、ギ
ャ
ッ
プ
幅
は
小
さ
く
、

親
自
身
も
自
分
の
た
め
に
購
入
し
て
い
る
感
が

あ
り
ま
す
。と
こ
ろ
が
、「
お
茶
」や「
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

ォ
ー
タ
ー
」、「
コ
ー
ヒ
ー
」は「
自
分
の
た
め
」が

非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、購
入
す
る

母
親
の
意
識
の
中
で
子
ど
も
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が

希
薄
な
飲
料
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、「
牛
乳
」に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、「
栄
養

素
と
し
て
」の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、実
際
の
機
能
な
ど
に
つ
い
て
は
、誤
っ
た
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
消
費
者
が
多
い
こ
と
が

鮮
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
常
備
率
の
高
い
牛
乳
が
、健
康
や
栄
養
補
給
の

た
め
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
の
で
あ
れ
ば
、誤

っ
た
機
能
性
へ
の
イ
メ
ー
ジ
は
修
正
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
特
に
、「
牛
乳
＝
太
る
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
根

強
い
よ
う
で
す
が
、実
際
に
は
体
脂
肪
を
減
ら
す

効
果
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、「
ダ
イ
エ
ッ
ト
＝
牛

乳
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
購
買
促
進
に
向
け
て
ひ

と
つ
の
テ
ー
マ
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、自
分
と
合
っ
て
い
る
飲
み
物
と
い
う

質
問
か
ら
は
、「
コ
ー
ヒ
ー
」は
大
人
の
飲
み
物
、

「
お
茶
」は
幅
広
い
世
代
、「
牛
乳
」は
、中
高
生
と

高
齢
世
代
と
、世
代
の
購
買
傾
向
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
下
記
に
は
、表
記
し
て
い
ま
せ
ん
が
、「
牛
乳
」

が
な
い
場
合
の
代
替
飲
料
と
し
て
は
、「
お
茶（
３７

％
）」、「
コ
ー
ヒ
ー（
２８
％
）」、「
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー（
２０
％
）」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
酪
農
維
持
及
び
日
本
の
牛
乳
乳
製
品

の
消
費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
酪
農
乳
業
関

係
者
に
お
い
て
は
、こ
れ
ら
の
調
査
結
果
な
ど
を

踏
ま
え
な
が
ら
、消
費
者
の
牛
乳
イ
メ
ー
ジ
の
改

善
と
消
費
拡
大
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

く
こ
と
が
、重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

牛
乳

お
茶

ヨ
ー
グ
ル
ト

ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー

野
菜
ジ
ュ
ー
ス

果
汁
飲
料

ス
ポ
ー
ツ
飲
料

（
ア
ミ
ノ
酸
飲
料
）

コ
ー
ヒ
ー

n=1750

0

20

40

60

80

(％)

懐かしの味

牛乳

牧場牛乳

知っていますか。消費者が期待する

牛乳のイメージ。
牛乳は、栄養があるけど太るから・・・このような間違

ったイメージが牛乳を遠い存在にしています。

本当の機能性を伝えていくことで牛乳のイメージも

変わっていくのではないでしょうか。

Drink
飲

約76

(％)子どものため 自分のため

0 20 40 60 80 100

(％)

牛乳

果汁飲料

ヨーグルト

野菜ジュース

スポーツ飲料
（アミノ酸飲料）

お茶

炭酸飲料

紅茶

ミネラルウォーター

コーヒー

ki
用シ

れ
ま
せ
ん
。

る
飲
み
物
と
い
う

大
人
の
飲
み

は
、中
高
生
と

ん
が
、「
牛
乳
」

は
、「
お
茶（
３

ル
ウ
ォ
ー

い

の
購

も
へ
の
イ
メ

も
し
れ
ま
せ
ん
。

はて誤
っ

い

g
牛乳に抱くイメー

す
。

入
す
る
飲
料
に
お
け
る

分
の
た
め
」の
ギ
ャ
ッ 00 4400

牛乳

料
癒される

のどの渇きをいやす

健康によい

体に水分・
うるおい
を補給する

栄養がある

味わいを楽しめる

リフレッシュできる足りない栄養素を
補給する

食事に合う

風味が
楽しめる

体力がつく

体に役立つ
成分がとれる

低カロリー・太らない

牛乳 理想飲料
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牛乳のイメージは

義務的に摂る栄養素
目が覚める、食事に合うと

イメージされていない牛乳
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■ 実施店舗数：コープネット約70店舗

■ 実施エリア：関東1都6県（東京都、茨城県、栃木県、群馬

　 県、千葉県、埼玉県、長野県）

■ タイアップ期間：7月～9月2日

　 ※店舗展開は7月16日～9月2日

■ 店舗で使用した「牛乳に相談だ。」

　 流通ＰＯＰ：腰巻、スイングＰＯＰ、ボード、Ｔシャツ、

　 Ａ２ポスター、サウンドＰＯＰなど

08 . KNOWLEDGE OF THE MILK 

店舗営業企画部
小暮 正  氏

マーケティング推進室
内田　一樹  室長

C
o

o
p

n
e

t

従
来
の
よ
う
に
価
格
訴
求
を
し
な
く
て
も

「
売
上
も
、利
益
率
も
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。」

従
来
は
、価
格
訴
求
で
は
全
体
の
利
益
率
が
下
が
っ
て
い
た
の
だ
が

生
産
者
団
体
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

「
社
会
的
な
貢
献
も
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。」

酪農家自家製の
乳製品に注目

チーズは、フレ
ッシュからハー
ドまで様々な商
品が作られてい
ます。

ヨーグルトやアイスクリームも産地や季節にこ
だわった商品があります。

　ここ数年、酪農家手づくりの乳製品

が注目されています。牛乳はもちろん

のこと、バターやヨーグルト、チーズ

やアイスクリームなど多種多様の乳

製品が作られ、乳製品先進国のヨーロ

ッパに劣らぬ商品が提供されるよう

になりました。

　北海道から九州まで様々な自家製

乳製品は、同じ商品でも、季節や風土

により味や香りが異なるため、食にこ

だわる消費者には探究心をくすぐら

れるのではないでしょうか。

　「『
牛
乳
に
相
談
だ
。』キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、実
際

に
牛
乳
を
飲
ま
せ
た
い
中
高
生
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
非
常
に
面
白
く
、ま
た
、『
た
べ
る
た
い
せ
つ
』

と
い
う
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
の
考
え
方
か
ら
も
、牛
乳

を
普
及
し
て
い
く
こ
と
は
、大
き
な
意
味
が
あ
る

こ
と
と
考
え
ま
し
た
。」と
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
動
機
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
け
た
の
は
、さ
い
た
ま
コ
ー
プ
、コ
ー
プ
と
う

き
ょ
う
な
ど
１
都
６
県
が
参
加
す
る
コ
ー
プ
ネ

ッ
ト
事
業
連
合
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
室
の
内

田
室
長
。

　
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
で
は
、「
学
校
が
休
み
に
入
る

と
牛
乳
消
費
が
減
る
こ
と
を
聞
き
、そ
こ
に
合
わ

せ
て
何
か
出
来
な
い
か
」と
い
う
こ
と
で
、学
校

の
春
休
み
、余
乳
が
発
生
す
る
時
期
に
合
せ
４
月

に
最
初
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。共
同
購

入
の
商
品
カ
タ
ロ
グ「
ハ
ピ
・
デ
リ
」の
表
紙
に
売

り
場
の
装
飾
を
使
っ
て『
牛
乳
に
相
談
だ
。』キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
、そ
れ
と
同
時
に
グ
ッ
ズ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
実
施
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、「
今
ま
で
に
な
い
楽

し
い
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
、組
合
員
か
ら
も「
面

白
い
」、「
家
族
で
大
笑
い
し
た
」、「
息
子
と
話
を

す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
良
か
っ
た
」、「
牛
乳
を

飲
も
う
と
思
っ
た
」、「
新
鮮
で
興
味
を
持
っ
た
」

な
ど
好
意
的
な
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、牛
乳
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
供
給
ア
ッ
プ
に
大
き
く
影
響
し
ま

し
た
。ま
た
、そ
れ
と
同
時
に
コ
ー
プ
の
イ
メ
ー

ジ
チ
ェ
ン
ジ
に
繋
が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。」

と
内
田
室
長
。

　
実
際
に
こ
の
取
り
組
み
で
、２
週
間
の
期
間
中
、

牛
乳
全
体
の
供
給
高
前
年
比
で
１
０
８
％
、本
数

で
１
０
６
％
と
、近
年
に
な
い
伸
張
率
を
実
現
。

特
に
、牛
乳
利
用
促
進
の
理
解
が
進
ん
だ
の
か
、

成
分
無
調
整
牛
乳
で
は
、供
給
高
前
年
比
で
１
１

４
％
、本
数
で
１
１
３
％
と
高
い
結
果
が
出
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
の
連
動
以
降
も
牛
乳

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
供
給
推
移
は
、前
年
比
よ
り
高
く
、

効
果
の
持
続
性
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
引
き
続
い
て
、第
二
段
と
し
て
夏
の
約

１
ヶ
月
半
に
わ
た
り『
牛
乳
に
相
談
だ
。』キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。

　
店
舗
で
は
、「
最
大
強
化
週
と
し
て
お
盆
明
け

に
取
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。Ｊ
Ｒ
で
の
ポ
ス
タ

ー
や
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
も『
牛
乳
に
相
談
だ
。』が
展

開
さ
れ
て
い
た
た
め
、楽
し
い
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
は
、子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
し
た
。」

と
お
話
い
た
だ
い
た
の
は
、店
舗
営
業
企
画
部
の

小
暮
氏
。

　「
二
学
期
ス
タ
ー
ト
前
の
こ
の
時
期
に
、『
た
べ

る
た
い
せ
つ
』の
観
点
か
ら
、欠
食
が
ち
な
朝
食

を
意
識
し
、牛
乳
売
場
と
は
離
れ
て
い
た
け
れ
ど

も
、入
り
口
の
催
事
コ
ー
ナ
ー
に
設
け
ら
れ
た
シ

リ
ア
ル
な
ど
の
朝
食
嗜
好
品
売
場
に『
牛
乳
に
相

談
だ
。』を
展
開
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
朝
食

嗜
好
品
関
連
の
シ
リ
ア
ル
が
前
年
比
の
２
倍
も

売
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。」と
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
と
の
相
乗
効
果
に「
売
場
づ
く
り
の
手
ご
た

え
を
感
じ
ま
し
た
。」と
の
こ
と
。

　
ま
た
、こ
の
売
場
で
は
、牛
乳
を
使
っ
た
料
理

を
実
際
に
展
示
し
、メ
ニ
ュ
ー
も
配
っ
た
り
、サ

ウ
ン
ド
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
流
し
た
り
と
い
う
総
合
的
な

売
場
演
出
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
実
施
さ
れ
た
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
で
の『
牛
乳

に
相
談
だ
。』キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、結
果
と
し
て
、８
月
度
の
牛
乳
カ
テ

ゴ
リ
ー
共
同
購
入
が
、対
前
年
比
で
１
１
２
％
と

な
り
、大
き
な
成
果
が
現
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
で
は
、従
来
か
ら
行
な

っ
て
い
た
工
場
見
学
な
ど
の
実
施
と
並
行
し
て
、

牛
乳
を
生
産
す
る
牧
場
を
実
際
に
訪
れ
て
、乳
搾

り
や
バ
タ
ー
作
り
を
体
験
す
る
ツ
ア
ー
を
企
画

す
る
な
ど
、「
食
育
」の
観
点
か
ら
も
積
極
的
な
顧

客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
。

　
こ
の
取
り
組
み
に
は
、「
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
の
各

担
当
者
が
実
際
に
牧
場
を
訪
問
し
て
、体
験
を
行

な
っ
て
来
た
ん
で
す
よ
。」と
実
際
に
生
産
現
場

を
見
る
大
切
さ
も
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
き
た
売
場
担
当

者
か
ら
は
、「
今
回
の『
牛
乳
に
相
談
だ
。』キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
く

に
は
、事
前
の
打
ち
合
わ
せ
が
大
変
重
要
。双
方

の
思
惑
に
合
っ
た
企
画
づ
く
り
が
出
来
る
よ
う

に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
。」と
の
意
見
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、今
回
の『
牛
乳
に
相
談
だ
。』キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
振
り
返
っ
て
、

内
田
室
長
は
、「
売
上
の
伸
び
悩
み
が
深
刻
化
し

て
い
た
牛
乳
は
、以
前
か
ら
価
格
を
下
げ
る
と
い

う
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

値
下
げ
し
た
商
品
の
み
が
売
れ
て
、全
体
の
利
益

率
が
下
が
っ
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、今
回
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、特
に
価
格
訴
求
を
し

な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、供
給
量
が
増
え
た
の
で
、

結
果
的
に
利
益
率
が
大
き
く
上
昇
し
ま
し
た
よ
。」

と
好
結
果
に
満
足
の
様
子
。

　「
酪
農
家
の
減
少
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
た
め
に
は
、

生
産
者
、メ
ー
カ
ー
、販
売
店
と
も
に
ウ
ィ
ン
、ウ

ィ
ン
の
関
係
が
保
て
る
こ
と
が
、一
番
だ
と
思
い

ま
す
。そ
こ
が
一
番
難
し
い
ん
で
す
け
ど
ね
。」と

内
田
室
長
。

　
ま
た
、「
一
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、生
産
者
団
体
と
行
な
う
こ
と
で
、社
会

的
な
貢
献
の
意
味
も
付
加
さ
れ
る
の
で
、出
来
れ

ば
今
後
も
一
緒
に
取
り
組
み
を
行
な
い
た
い
。」

と
今
後
の
抱
負
も
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

「牛乳に相談だ。」と
コラボレーション

COLLABO
コープネットの取り組み
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■ 実施店舗数：コープ東北サンネット事業連合加盟約87店舗

■ 参加生協店舗：みやぎ生協、いわて生協、生協コープふくしま、

　 生協共立社

■ 店舗展開：8月23日～9月25日

■ 店舗で使用した「牛乳に相談だ。」

　 流通ＰＯＰ：腰巻、スイングＰＯＰ、ボード、Ｔシャツ、Ａ２ポス 

　 ター、サウンドＰＯＰなど
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店舗商品本部
早坂　順一  氏

売
り
場
の
総
合
演
出
と
対
面
活
動
で

思
っ
た
以
上
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

「
地
域
の
生
産
者
が
思
い
を
直
接
伝
え
た
こ
と
が
、

大
変
効
果
的
だ
っ
た
。」と
早
坂
氏

「
消
費
の
二
極
化
は
売
場
で
痛
感
。」

粗
利
ミ
ッ
ク
ス
で
利
益
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　「
近
年
、牛
乳
の
売
上
が
落
ち
続
け
て
い
た
の

で
、メ
ー
カ
ー
さ
ん
と
一
緒
に
何
か
取
り
組
み
が

出
来
な
い
か
と
相
談
し
て
い
た
と
こ
ろ
、『
牛
乳

に
相
談
だ
。』と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
の
連
動

が
企
画
さ
れ
た
ん
で
す
よ
。」と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
動
機
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
い
た
の
は
、コ
ー
プ
東
北
サ
ン
ネ
ッ
ト

事
業
連
合
店
舗
商
品
本
部
の
早
坂
氏
。

　
今
ま
で
は
、統
一
販
促
物
を
加
盟
生
協
で
展
開

し
た
こ
と
が
な
く
、ま
た
準
備
期
間
が
３
週
間
し

か
な
い
と
い
う
中
、コ
ー
プ
東
北
サ
ン
ネ
ッ
ト
事

業
連
合
加
盟
の
４
生
協
８７
店
舗
が
、乳
業
各
社
の

協
力
の
も
と
、コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。

　
期
間
は
８
月
２３
日
か
ら
９
月
２６
日
ま
で
の
約

１
ヶ
月
間
で
、プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、店

舗
間
で
の
販
売
コ
ン
テ
ス
ト
、コ
ー
プ
普
及
員
・

店
舗
担
当
者
を
フ
ル
に
巻
き
込
ん
だ
オ
ー
ル
セ

ー
ル
ス
マ
ン
普
及
活
動
な
ど
が
、各
店
舗
で
本
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
販
促
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
展
開
さ
れ
、

結
果
、福
島
で
数
量
前
年
比
１
０
６
・
２
％
、供
給

高
前
年
比
１
０
４
・
６
％
、宮
城
で
は
数
量
前
年

比
１
０
２
・
５
％
、供
給
高
前
年
比
１
０
０
・
５
％
、

を
達
成
し
た
。

　「
何
と
か
し
て
牛
乳
売
上
の
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
た
い
と
い
う
思
い
が
、各
生
協
や
メ
ー
カ
ー

に
強
く
あ
り
、『
牛
乳
に
相
談
だ
。』だ
け
で
は
な

く
、今
ま
で
に
な
い
く
ら
い
、協
賛
品（
各
メ
ー
カ

さ
ん
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、絆
創
膏
な

ど
）の
提
供
や
マ
ネ
キ
ン（
工
場
の
人
や
酪
農
家

な
ど
生
産
現
場
の
人
た
ち
も
）を
派
遣
い
た
だ
き
、

本
当
に
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
取
り
組
め
ま
し
た
。」

と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
功
を
分
析
。

　「
私
も
産
直
牛
乳
の
生
産
者
と
一
緒
に
売
り
場

に
立
っ
て
お
客
様
に
勧
め
、試
飲
を
実
施
し
ま
し

た
が
、対
面
で
の
効
果
は
非
常
に
あ
り
ま
し
た
。

生
産
者
の
方
が
一
緒
だ
っ
た
の
で
、ほ
と
ん
ど
の

方
が
立
ち
止
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
よ
。」と
売
場

の
演
出
だ
け
で
は
な
く
、実
際
に
生
産
さ
れ
て
い

る
方
が
思
い
を
直
接
伝
え
た
こ
と
は
、大
変
効
果

的
だ
っ
た
と
早
坂
氏
は
語
っ
て
く
れ
た
。

　
そ
の
一
方
で
、「
牛
乳
の
味
の
違
い
を
意
外
と

知
ら
な
い
方
が
多
い
で
す
ね
。」と
も
。

　「『
試
飲
コ
ー
ナ
ー
で
は
、た
だ
試
飲
す
る
だ
け

で
は
な
く
、２
、３
種
類
並
べ
て
飲
み
比
べ
を
行

な
い
、味
の
違
い
を
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
に
し
た

と
こ
ろ
喜
ば
れ
た
。』と
い
う
報
告
が
、あ
る
店
舗

か
ら
あ
っ
た
こ
と
で
、各
店
舗
で
水
平
展
開
を
実

施
し
ま
し
た
。」と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て

い
く
う
え
で
、成
功
事
例
の
情
報
を
い
ち
早
く
他

店
舗
と
共
有
し
て
い
る
と
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　「
今
週
売
り
た
い
牛
乳
と
普
通
牛
乳
の
違
い
を

実
際
に
飲
ん
で
も
ら
っ
て
味
の
違
い
を
確
か
め

て
も
ら
い
ま
い
し
た
け
ど
、そ
の
時
に
き
ち
っ
と

そ
の
商
品
の
特
徴
や
優
位
性
を
わ
か
っ
て
も
ら

え
れ
ば
、た
と
え
高
く
て
も
売
れ
ま
す
よ
ね
。こ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
っ
て
つ
く
づ
く
実
感
し

ま
し
た
。」と
今
回
の
成
功
を
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
で
、特
徴

的
だ
っ
た
の
は
、み
や
ぎ
生
協
の「
キ
ッ
チ
ン
サ

ポ
ー
ト
」と「
オ
ー
ル
セ
ー
ル
ス
マ
ン
タ
イ
ム
」。

　「
キ
ッ
チ
ン
サ
ポ
ー
ト
」と
は
、店
舗
内
に
実
際

に
キ
ッ
チ
ン
を
設
置
、今
夜
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の

レ
シ
ピ
を
紹
介
し
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
。そ

の
中
で
使
用
す
る
食
材
を
探
し
て
買
っ
て
い
た

だ
く
と
い
う
も
の
。使
う
食
材
に
は
の
ぼ
り
を
立

て
る
な
ど
の
工
夫
が
さ
れ
、そ
こ
に
立
ち
止
ま
る

方
に
、牛
乳
の
飲
み
比
べ
を
行
な
っ
た
り
し
た
。

　「
実
際
に
お
客
様
か
ら
は
、『
牛
乳
を
料
理
に
使

え
る
よ
う
に
、も
っ
と
レ
シ
ピ
を
提
案
い
た
だ
け

な
い
か
』と
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
多
数
あ
り
ま
す
。」

と
早
坂
氏
。

　
ま
た「
オ
ー
ル
セ
ー
ル
ス
マ
ン
タ
イ
ム
」は
、夕

方
の
売
り
場
の
、客
数
、売
り
上
げ
挽
回
の
た
め

に
、そ
の
時
間
帯
に
店
舗
の
作
業
者
が
全
員
で
売

り
場
に
出
て
、そ
の
日
、そ
の
週
の
重
点
商
品
を

お
勧
め
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　「
こ
れ
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
時
期
か
ら
丁
度
、

始
ま
っ
た
の
で
、そ
れ
と
う
ま
く
連
動
し
て
お
客

様
に
牛
乳
の
味
と
、特
徴
を
お
知
ら
せ
し
な
が
ら

牛
乳
の
購
入
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
取
り
組
み

が
強
ま
っ
た
ん
で
す
。」と
様
々
な
成
功
の
要
因

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
牛
乳
の
栄
養
機
能
に
つ
い
て
の
関
心

が
ど
ん
ど
ん
薄
れ
て
い
る
の
で
は
。」と
牛
乳
の

消
費
減
少
が
続
い
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
東
北
地
方
は
、日
本
で
も
特
に
価
格
訴
求
が
強

い
地
域
と
捉
え
て
い
る
早
坂
氏
は
、消
費
の
二
極

化
も
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、「
単
価
の
低
い

商
品
も
売
っ
て
、ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
企
画

で
粗
利
を
確
保
す
る
、粗
利
ミ
ッ
ク
ス
も
う
ま
く

い
っ
て
、粗
利
は
増
え
て
い
る
ん
で
す
よ
。今
後

は
、共
同
購
入（
宅
配
事
業
）も
含
め
、牛
乳
販
売

促
進
の
取
り
組
み
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も『
牛
乳
に
相
談
だ
。』だ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
生
産
者
や
メ
ー
カ
ー
を
含
め
て
牛
乳
に

携
わ
る
人
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
、消
費
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
す
ね
。」と
、今
後
の
取

り
組
み
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

もうサプリメントには頼らない！

牛乳に含まれる栄養

Q
A

最近よく耳にするホエイと
は何のことですか？

　ホエイとは、別名で乳清（にゅうせ
い）と呼ばれ、生乳（牛乳）から乳脂肪

分やカゼインなどのタンパク質を除いた
水溶液のことを言います。
　チーズをつくる時に固形物と分離され
た副産物として大量につくられますが、皆
さんがよく目にするのは、ヨーグルトを静
かに放置しておいた時に上部に溜まる液体、
これがホエイです。
　ホエイは、栄養価が高く脂質が低いこと
により、優れた食品であるとの認識が、最
近高まってきています。
　粉状に加工しプロテインサプリメント
等の原材料として用いられたり、生クリー
ムなどの代替として料理に用い、カロリー
を大幅に抑えるなどの用途もあります。また、
イタリアなどでは乳清からさらにチーズ
をつくる事もあります。

　牛乳といえば、真っ先に思い浮かべる栄

養素がカルシウムです。からだに必要な栄

養素で、なかなか吸収しないといわれるカ

ルシウムですが、小魚や野菜からとるため

には、大量に摂取しなければなりません。

ところが牛乳のカルシウムは、吸収率がよく、

手軽に取れるというメリットもあるのです。

　また、特筆すべきは、体内で合成できな

いアミノ酸を含んでいることです。

　体内で合成できない必須アミノ酸は、摂

取した最も少ないアミノ酸に応じた分しか、

からだづくりには利用できないといわれ

ています。　

　牛乳の良質なたんぱく質には、約20種類

のアミノ酸で構成され、筋肉や様々な臓器、

骨、歯、皮膚、脳や血管などあらゆる細胞・

組織をつくり、さらにホルモンの生成や病

原体からからだを守る免疫物質にも関わ

っています。

最近よく耳にするホエイ

protein amino
Ca

コープ東北サンネット事業連合では
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出展：J.A.Howard(1994),Buyer Behavior in Marketing Strategy,2nd.ed.,Prentice Hall,p.55.

慶
応
義
塾
大
学
高
橋
教
授
が
調
査

大
量
陳
列
だ
け
で
は
売
れ
な
い
！

消
費
者
傾
向
か
ら
見
る
牛
乳
の
販
促

老
舗
の
失
態
を
教
訓
に
、誠
実
に
ア
ピ
ー
ル
。

　
中
国
か
ら
の
輸
入
食
品
の
安
全
性
が
取
り
ざ

た
さ
れ
て
い
る
最
中
、日
本
の
老
舗
ブ
ラ
ン
ド
に

よ
る
相
次
ぐ
不
祥
事
に
は
、「
日
本
の
消
費
者
は

何
を
信
じ
た
ら
い
い
の
か
」と
聞
こ
え
て
き
そ
う

な
ほ
ど
、食
品
を
取
扱
う
者
に
と
っ
て
、そ
の
根

本
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
疑
心
暗
鬼
に
な
っ
て
い
る
消
費
者
に
対
し
て
、

本
当
に
信
頼
を
獲
得
し
、商
品
を
購
入
い
た
だ
く

た
め
に
は
、数
字
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

含
め
、様
々
な
販
売
促
進
策
を
誠
実
に
遂
行
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

積
極
的
な「
製
品
の
長
所
説
明
」が
重
要
。

　「
牛
乳
」に
関
し
て
は
、こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、

「
普
通
牛
乳
」が
中
心
の
時
代
に
は
、製
品
の
差
別

性
が
な
い
た
め
、消
費
者
に
対
し
積
極
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
必
要
が
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、他
の
飲
料
と
競
合
が
激
化
す
る
中
で
、

「
牛
乳
」の
消
費
量
低
迷
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、

消
費
者
に
対
し
多
様
化
す
る
製
品
の
長
所
を
き

め
細
か
く
、積
極
的
に
伝
え
る
こ
と
が
、大
変
重

要
と
な
っ
て
き
た
。今
後
は
、顧
客
の
ニ
ー
ズ
を

掴
ん
で
、様
々
な
販
売
促
進
策
を
選
定
、実
行
し

て
い
く
こ
と
が
売
上
確
保
に
重
要
で
あ
る
。

利
用
品
目
に
よ
る
消
費
者
の
傾
向
を
見
極
め
る
。

　
慶
応
大
学
の
高
橋
郁
夫
教
授
に
よ
る「
牛
乳
類

の
販
売
促
進
活
動
の
現
状
と
今
後
の
展
開
に
関

す
る
調
査
研
究
」か
ら
牛
乳
類
の
販
売
促
進
活
動

に
対
す
る
消
費
者
の
意
識
と
購
買
行
動
を
探
っ

て
み
る
。

　
ま
ず
、「
牛
乳
の
購
買
パ
タ
ー
ン
」の
男
女
年
代

別
を
み
る
と
、２９
歳
以
下
の
男
性
を
除
け
ば
、女

性
の
方
が
ブ
ラ
ン
ド
志
向
が
強
く
、そ
の
傾
向
は

と
り
わ
け
５０
歳
代
以
上
の
購
買
層
が
強
い
。ま
た
、

価
格
志
向
は
、男
女
を
問
わ
ず
若
年
層
ほ
ど
強
い

と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、同
じ
設
問
を
利
用
品
目
別
で
み
る
と
、

「
普
通
牛
乳
」は
、店
内
で
の
価
格
情
報
を
基
に
、

非
計
画
的
に
、ま
た
惰
性
的
に
同
じ
製
品
が
選
択

さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。「
産
地
表
示
牛
乳
」は
、普

通
牛
乳
よ
り
価
格
志
向
や
惰
性
購
買
傾
向
が
低
く
、

普
通
牛
乳
か
ら
の
脱
却
を
促
す
効
果
が
あ
る
。「
低

脂
肪
牛
乳
」は
、価
格
志
向
が
強
い
。「
低
温
殺
菌

牛
乳
お
よ
び
栄
養
成
分
強
化
牛
乳
」は
、ブ
ラ
ン

ド
を
意
識
し
た
り
、製
品
を
よ
く
吟
味
し
た
上
で

購
買
さ
れ
る
。「
濃
厚
牛
乳
」は
、同
じ
味
と
し
て

飽
き
ら
れ
や
す
く
、他
ブ
ラ
ン
ド
へ
変
更
も
起
こ

り
や
す
い
。と
報
告
さ
れ
て
お
り
、店
舗
毎
の
客

層
や
品
揃
え
を
重
視
し
た
上
で
、販
売
戦
略
を
策

定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。

顧
客
の
心
理
か
ら
販
売
促
進
効
果
を
捉
え
る
。

　
近
年
は
、少
子
化
高
齢
化
社
会
や
所
得
階
層
の

二
極
化
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、実
際
の
売
場

で
も
消
費
の
二
極
化
が
実
感
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、「
牛
乳
」に
対
す
る
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
は
、「
カ
ル
シ
ウ
ム
補
給
」や「
栄
養
補
給
」、

「
健
康
に
よ
い
」な
ど
昔
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
主
要

因
で
、コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
に
入
れ
た
り
、料
理
に

使
う
な
ど
の
間
接
消
費
に
よ
る
ニ
ー
ズ
が
、最
近
、

顕
在
化
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
流
れ
に
対
応
し
て
、売
り
場
で
の

メ
ニ
ュ
ー
提
案
や
試
飲
販
売
な
ど
を
行
な
っ
て

い
る
店
舗
も
あ
る
が
、実
際
の
顧
客
心
理
に
は
訴

求
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
高
橋
教
授
の
調
査
報
告
で
は
、表
に
あ
る
よ
う

に
、販
売
促
進
策
は
、そ
の
目
標
に
よ
り
２
つ
の

タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。１
つ
目
は
製
品
お
よ
び

ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
を
高
め
る
と
い
う
中
長
期
的

効
果
を
狙
っ
た
Ｃ
Ｆ
Ｂ
と
呼
ば
れ
る
手
段
、も
う

１
つ
が
売
上
増
大
と
い
う
即
時
的
な
効
果
を
狙

っ
た
非
Ｃ
Ｆ
Ｂ
手
段
で
あ
る
。

　
ど
の
販
売
促
進
策
が
、ど
の
よ
う
に
消
費
者
の

購
買
意
思
決
定
の
心
理
に
働
き
か
け
る
か
。

　
消
費
者
が
商
品
を
購
入
す
る
ま
で
の
意
思
決

定
の
段
階
を「
牛
乳
へ
の
関
心
」、「
牛
乳
の
認
知
」、

「
販
促
手
段
へ
の
好
意
的
態
度
」、「
牛
乳
へ
の
好

意
的
態
度
」、「
製
品
評
価
へ
の
確
信
」、「
購
買
意

図
」と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
考
え
た
場
合
に
、そ
れ

ぞ
れ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
効
果
を
調
査

し
た
結
果
を
見
て
み
る
。

　
店
舗
内
で
行
な
わ
れ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
、

「
大
量
陳
列
」は
、「
牛
乳
の
認
知
」に
関
し
て
そ
の

傾
向
が
強
く
現
れ
て
い
る
も
の
の
、「
牛
乳
へ
の

好
意
的
態
度
」や「
製
品
評
価
へ
の
確
信
」は
傾
向

が
弱
く
な
っ
て
い
る
。ま
た
、「
価
格
訴
求
」は
、「
販

促
手
段
へ
の
好
意
的
態
度
」や「
購
買
意
図
」に
は

傾
向
が
強
く
現
れ
て
い
る
が
、牛
乳
へ
の
好
意
的

態
度
」や「
製
品
評
価
へ
の
確
信
」は
傾
向
が
弱
く

な
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、「
試
飲
販
売
」で
は
、「
牛

乳
へ
の
好
意
的
態
度
」の
傾
向
が
強
く
、そ
の
他

も
比
較
的
強
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　
逆
に
、「
購
買
意
図
」に
繋
が
る
販
売
促
進
策
の

効
果
を
見
て
い
く
と
、「
試
飲
販
売
」や「
広
告
」、

「
店
頭
Ｐ
Ｒ
」、「
コ
ン
テ
ス
ト
」、「
ネ
ッ
ト
広
報
」

と
な
っ
て
お
り
、「
大
量
陳
列
」や「
価
格
訴
求
」だ

け
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は「
購
買
意
図
」へ
の

訴
求
が
弱
い
と
読
み
取
れ
る
。

■ 「牛乳類の販売促進活動の現状と今後の展開に関する調査研究」：社団法人日本酪農乳業協会

ヒアリング調査およびＷeb調査、Ｗeb調査概要　①調査対象地域：関東圏１都3県（東京、神奈川、千葉、埼玉）、関西圏2府2県（大阪、

京都、兵庫、奈良）　②調査期間：2006年11月8、9日　③対象者：性別（男女）・世帯別（10～29歳、30～49歳、50歳以上）の各310名　

④合計分析サンプル数：1,860名（関東圏930名、関西圏930名）　⑤主たる調査項目：「牛乳の販売促進策に対する消費者の反応」、「品

目別牛乳の価格認識」、「品目別牛乳の購買行動と購買意図」、「牛乳に対する消費者ニーズ」、「牛乳の購買意思決定パターン」

非CFB手段
　・売上の増大をねらう
　・即時的な販売促進手段

・流通広告
・協同広告

・値引き・増量
・クーポン
・懸賞・キャンペーン
・流通段階での値引きやリベート
・大量陳列販売

CFB(Consumer Franchise Building)手段
　・製品価値・ブランド価値を高める
　・中長期的な販売促進手段

・4媒体(テレビ、ラジオ、新聞、雑誌)
・インターネット広告・広報
・交通広告
・DM広告

・サンプリング
・コンテスト
・実演販売・試飲、店頭PR
・メーカーの営業活動
・消費者教育・啓蒙活動(体験型PR、イベント等)

メーカー
ないしは小売業

広告・パブリシティ

人的販売・ＳＰ

牛乳の販売促進策

消費者の意思決定モデル

購買

態度
(牛乳、ないしは、販売促進活動)

牛乳への関心

情報
(本研究では、販売促進活動)

意図

ブランド
認知

確信
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　　本来、手を加えている分、高付加価値製品と認識さ

れるべきであるが、実態は逆で、最も低価格な製品と

しての認識がある。今後は、製品のメリットを多角的

に訴える必要があり、「すっきり飲める」、「のどの渇

きを癒す」など特に若い世代への販促が有効である。
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昨年度実施された消費者を招待した
「体験見学ツアー」は、好評につき、
今年度も実施予定。

　「
毎
日
の
食
事
や
健
康
に
は
人

一
倍
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。
」
と

い
う
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

仕
事
や
家
事
に
追
わ
れ
て
、食
事

を
抜
い
た
り
、フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド

に
頼
っ
た
り
、サ
プ
リ
メ
ン
ト
に

頼
っ
た
り
・・・
と
。

こ
の
よ
う
な
生
活
が
続
け
ば
、か

ら
だ
に
必
要
な
栄
養
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
摂
取
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
忙
し
い
現
代
人
の
食

生
活
を
支
え
る
の
は
、コ
ッ
プ
一

杯
の
牛
乳
で
す
。

　
牛
乳
に
は
、特
に
他
の
食
品
よ

り
吸
収
率
の
高
い
カ
ル
シ
ウ
ム

が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
て
、コ
ッ

プ
一
杯
の
牛
乳
で
、一
日
に
必
要

な
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
量
の
三
分

の
一
が
ま
か
な
え
る
の
で
す
。　

　
さ
ら
に
血
液
や
骨
、筋
肉
な
ど

を
つ
く
る
タ
ン
パ
ク
質
の
も
と

と
な
る
ア
ミ
ノ
酸
や
亜
鉛
、ビ
タ

ミ
ン
類
な
ど
の
栄
養
素
も
バ
ラ

ン
ス
よ
く
含
ん
で
い
ま
す
。

　
一
つ
の
食
品
で
こ
れ
だ
け
多

く
の
栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、

し
か
も
手
軽
に
摂
取
で
き
る
食

品
は
他
に
は
見
当
ら
ず
、効
果
は
、

骨
粗
し
ょ
う
症
や
が
ん
、生
活
習

慣
病
の
予
防
、
血
圧
効
果
、
美
肌

や
精
神
安
定
効
果
な
ど
様
々
で
す
。

　
中
学
生
ま
で
は
毎
日
の
給
食

で
自
然
に
飲
ん
で
い
た
牛
乳
も
、

卒
業
し
て
か
ら
全
然
飲
ま
な
く
な
っ

た
と
い
う
人
が
多
く
い
ま
す
。

　
し
か
し
、摂
取
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
栄
養
素
は
、年
齢
に
関
わ

る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
暴
飲

暴
食
や
偏
食
を
し
な
い
で
、毎
日

気
を
使
っ
た
食
生
活
で
過
ご
し

て
い
る
人
で
も
、バ
ラ
ン
ス
よ
く

栄
養
素
を
摂
る
事
は
容
易
で
は

な
い
の
で
す
。

　
毎
日
の
食
生
活
に
コ
ッ
プ
一

杯
の
牛
乳
。健
康
な
日
々
を
過
ご

す
た
め
に
、
手
軽
に
気
軽
に
、
試

し
て
み
る
価
値
は
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。　

たったコップ1杯の
牛乳で、1日に必要な
カルシウムの3分の1

　
近
年
、牧
場
を
開
放
し
て
、乳
牛
や
そ
の
他

の
動
物
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
、交
流

牧
場
が
増
え
て
い
ま
す
。特
に
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
る「
酪
農
教
育
フ
ァ
ー

ム
」が
、わ
が
国
で
も
本
格
的
に
活
動
を
開
始

し
、注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
生
産
現
場
を
訪
れ
る
こ
と
で
、水

や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
と
違
い
、生
き
物
で
あ
る

乳
牛
か
ら
の
命
の
恵
み
と
も
言
え
る
牛
乳
の

価
値
、さ
ら
に
食
の
安
心
安
全
に
関
る
酪
農

家
の
努
力
な
ど
が
実
感
で
き
る
、と
評
判
の

よ
う
で
す
。

　
昨
年
度
、京
都
の
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー

な
ど
の
流
通
に
お
い
て
、生
・
処
・
販
が
一
丸

と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、消
費

者
か
ら
の
申
し
込
み
の
中
か
ら
抽
選
で
、牧

場
と
牛
乳
工
場
の
体
験
見
学
ツ
ア
ー
に
招
待

い
た
し
ま
し
た
。

　
バ
タ
ー
作
り
体
験
も
行
う
こ
の
ツ
ア
ー
に

は
、約
１
１
０
０
件
も
の
応
募
が
あ
り
、抽
選

で
６０
組（
１
２
０
名
）を
招
待
。こ
の
取
り
組

み
は
、本
年
度
も
、１１
月
21
日
に
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、日
本
の
牛
乳
は
、コ
ン
ビ
ニ
、ス
ー
パ
ー

な
ど
を
合
わ
せ
、約
８
割
が
量
販
店
を
経
由

し
て
、消
費
者
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
生
・
処
・
販
が
一
丸
と
な
っ

た
販
売
促
進
の
取
り
組
み
は
日
本
の
酪
農
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
も
意
義
あ
る
こ
と
で
す
。

　
関
東
地
域
の
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
で
は
、「
生
産

者
と
消
費
者
の
新
し
い
関
係
を
創
っ
て
ゆ
く
」

と
い
う
考
え
か
ら
、酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
を

消
費
者
と
の
交
流
活
動
に
組
み
込
ん
で
ゆ
く

こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、そ
れ
に
向
け
て
、各

県
の
担
当
者
が
実
際
に
静
岡
県
の
松
下
牧
場

を
訪
れ
て
、教
育
フ
ァ
ー
ム
を
体
験
し
ま
し
た
。

普通牛乳および産地表示牛乳低脂肪牛乳

濃厚牛乳および低温殺菌牛乳栄養成分強化牛乳

　この製品は、健康増進のための機能を備えている

ため、様々なニーズに応えた品揃えが必要となる。標

的顧客（主に、中高年の女性）のニーズを明確に定め

た上で、それに対する製品の機能をいかにきめ細か

く伝達していくかがポイントとなる。

　牛乳は、安価に栄養バランスよく摂取するための

生活必需的食品であるため、「普通牛乳」は、社会的商

品といえる。あえてこの基本的商品に付加価値が付

いている「産地表示牛乳」は、地域に応じた販売促進

策の展開が可能な商品である。

　これらの製品は、味へのこだわりがあり、精神的・

快楽的な利益を求める消費者に受け入れられている。

つまり品質や味にこだわる消費者、特に「ちょっとゆ

とりある中高年世代」に対し、試飲や体験型のＰＲを

展開するのが有効的だと思われる。

顧
客
が
求
め
る
商
品
を
そ
ろ
え
る
だ
け
で
も
売
れ
な
い

高
齢
化
と
所
得
階
層
の
二
極
化
に
向
け

商
品
特
徴
に
応
じ
た
販
売
促
進
策
を

実
績
を
上
げ
る
た
め
に
綿
密
な
戦
略
を
。

　
た
と
え
ば「
普
通
牛
乳
」よ
り
も
付
加
価
値
が

あ
る「
産
地
限
定
低
温
殺
菌
牛
乳
」を
売
り
た
い

と
考
え
た
場
合
、当
然
高
い
単
価
と
な
る
。

　
調
査
報
告
か
ら
、こ
の
商
品
を
買
っ
て
い
く
顧

客
層
は
、「
品
質
や
味
に
こ
だ
わ
る
生
活
者
」で
、

「
ゆ
と
り
の
あ
る
中
高
年
」と
い
う
こ
と
に
な
り
、

「
試
飲
販
売
」な
ど
の
戦
略
が
有
効
で
あ
り
、「
大

量
陳
列
」や「
価
格
訴
求
」の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
だ

け
で
は
、影
響
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
商
品
を
ど
れ
だ
け
の
数
量
売
る
か
、ま
た
、

ど
の
よ
う
に
リ
ピ
ー
ト
購
買
に
繋
げ
て
い
く
か

に
つ
い
て
は
、こ
の
調
査
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い

が
、大
切
な
こ
と
は
、ま
ず「
商
品
を
手
に
と
っ
て

も
ら
い
」、「
商
品
の
味
や
価
値
を
認
識
」し
て
い

た
だ
い
た
上
で
、「
適
正
価
格
で
購
入
」し
て
も
ら

う
こ
と
が
、酪
農
家
、乳
業
メ
ー
カ
ー
、量
販
店
の

す
べ
て
に
と
っ
て
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る
。

　
少
子
高
齢
化
社
会
お
よ
び
所
得
階
層
の
二
極

分
化
が
言
わ
れ
て
い
る
中
、消
費
者
の
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
、他
の
飲
料
と
同
様
に
、牛

乳
類
で
も
商
品
の
多
様
化
が
進
ん
で
お
り
、す
べ

て
の
商
品
は
、消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
向
け
て
製
品

化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
生
活
者
の
信
頼
を
勝
ち
取
っ
て
、「
牛
乳
」を
売

る
た
め
に
は
、「
商
品
の
味
」、「
商
品
の
価
値
」、「
安

心
安
全
」な
ど
の
商
品
毎
の
特
徴
を
誠
実
に
伝
え

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

酪農教育ファームと流通の取り組み

生産現場を和ませる

大きな牛たちに
消費者も感動

■ 慶応義塾大学商学部 高橋郁夫教授（商学博士）

■ 専門領域　 

　 マーケティング論、消費者行動論、流通論 

■ 主な著書

　 『消費者購買行動-小売マーケティングへの写

　 像』  （千倉書房)など
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